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【 背 景 ・ 目 的 】  

子 豚 の 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 適 期 は 、 母 豚 の 抗 体 価 分 布 状 況 に よ り

適 宜 検 討 す る 必 要 が あ る 。昨 年 度 調 査 し た A・ B 農 場 の う ち 、A 農

場 は 接 種 適 期 を 50～ 60 日 齢 か ら 40～ 50 日 齢 へ 早 め た 。 今 回 、 ①

A 農 場 の ワ ク チ ン 接 種 時 の 移 行 抗 体 価 別 ワ ク チ ン テ イ ク 率 （ 以 下

「 テ イ ク 率 」 ） を 調 査 し 、 接 種 日 齢 が 適 切 で あ る か を 確 認 し た 。

ま た 、② 本 年 度 新 た に 2 農 場 を 追 加 し た 4 農 場（ A～ D 農 場 ）に つ

い て 、 母 豚 の 抗 体 価 分 布 状 況 を 調 査 し 、 各 農 場 の 豚 熱 ワ ク チ ン 接

種 適 期 に つ い て 検 討 し た 。  

 

【 方 法 】  

調 査 ① で は A 農 場 、 調 査 ② で は A～ D 農 場 の 4 農 場 を 調 査 対 象

と し た 。 4 農 場 全 て 管 内 繁 殖 肥 育 一 貫 経 営 で あ り 、 農 場 概 要 は 表

1 に 示 す 。  

調 査 ①  

20 2 3 年 5、 8 月 に 、 A 農 場 の 子 豚 16 頭 （ 母 豚 抗 体 価 16、 64、

12 8、 5 1 2 倍 群 、 各 2～ 7 頭 ） に つ い て 、 ワ ク チ ン 接 種 時 （ 46 日 齢

前 後 ）と 接 種 後 約 90 日（ 137 日 齢 前 後 ）の 2 回 採 血 を 行 っ た 。そ

れ ら に つ い て 中 和 試 験 を 実 施 し 、 A 農 場 の テ イ ク 率 を 調 査 し た 。

中 和 試 験 は 、 CSF V  G P E -株 お よ び CPK  N S 細 胞 を 用 い 、 中 和 抗 体 価

409 6 倍 ま で 測 定 し た 。  

調 査 ②  

20 2 3 年 6、 7 月 に 採 血 し た 母 豚 の 血 清 (A 農 場 20 頭 、 B 農 場 7

頭 、 C 農 場 31 頭 、 D 農 場 13 頭 )を 用 い 、 豚 熱 の ELI S A お よ び 中 和

試 験 を 実 施 し 、 母 豚 の 抗 体 価 の 分 布 を 調 査 し た 。 ELI S A は 、 豚 熱

エ ラ イ ザ キ ッ ト II（ ニ ッ ポ ン ジ ー ン ）を 用 い た 。中 和 試 験 は 、調

査 ① と 同 様 の 方 法 で 実 施 し た 。 抗 体 価 の 正 規 性 は 、 シ ャ ピ ロ ‐ ウ

ィ ル ク 検 定 に よ り 調 べ た 。接 種 適 期 の 算 出 は 、移 行 抗 体 32 倍 で 発

症 防 御 お よ び ワ ク チ ン テ イ ク 可 能 と 設 定 し た 1 , 3 , 4 )。母 豚 の 抗 体 価

の 分 布 の 結 果 と 合 わ せ 、A・ B 農 場 は 、昨 年 度 の 母 豚 の 抗 体 価 別 の

子 豚 の 移 行 抗 体 消 失 推 移 か ら 算 出 し た 32 倍 到 達 日 齢 の 結 果 を 基

に 、 C・ D 農 場 は 、 移 行 抗 体 の 半 減 期 を 11 日 2 )と し て 、 そ れ ぞ れ

の 農 場 に お い て 、 テ イ ク 率 8 割 以 上 が 見 込 め る 子 豚 の 接 種 適 期 を

算 出 し た （ 図 1） 。  

 

【 結 果 】  



調 査 ①  

ワ ク チ ン 接 種 時（ 46 日 齢 前 後 ）お よ び 接 種 後 約 90 日（ 137 日 齢

前 後 ） の 抗 体 価 は 、 そ れ ぞ れ 4～ 32 倍 、 4～ 64 倍 で 、 テ イ ク 率 は

100 %で あ る こ と を 確 認 し た（ 図 2）。512 倍 群 で は 抗 体 価 が 低 下 し

て い る が 、 接 種 後 約 90 日 は 移 行 抗 体 消 失 後 と 推 定 さ れ る 日 齢 で

あ り 、 抗 体 価 2 倍 以 上 で あ る こ と か ら 、 ワ ク チ ン 抗 体 を 獲 得 し た

と 推 察 し た 。  

調 査 ②  

20 2 2 年 度 の A・ B 農 場 お よ び 20 2 3 年 度  A～ D 農 場 の 母 豚 計  11 1  

頭 の  EL I S A  S / P  値 及 び 中 和 抗 体 価 の 相 関 性 を 確 認 し た （ 図 3） 。

決 定 係 数 は 0. 7 9 で 、 高 い 相 関 を 認 め た が 、 同 程 度 の S/P  値 で も

4 管 以 上 離 れ た 中 和 抗 体 価 を 示 す も の も あ り 、 今 回 の 接 種 適 期 の

推 定 に は 、 中 和 抗 体 価 を 用 い た 。  

A・ B・ D 農 場 の 母 豚 の 中 和 抗 体 価 は 非 正 規 分 布 を 示 し 、 A～ D 農

場 の 中 央 値 は そ れ ぞ れ 64、32、32、3 2 倍 で あ っ た 。母 豚 の 抗 体 価

の 分 布 に お い て 、 母 豚 数 8 割 以 上 と な る 最 低 抗 体 価 か ら の 境 界 の

抗 体 価 は そ れ ぞ れ 256、 25 6、 12 8、 2 5 6 倍 で あ っ た （ 図 4, 6 ,  8 ,  

9） 。  

A、 B、 C、 D 農 場 の 接 種 適 期 は 、そ れ ぞ れ 35～ 45、 40～ 50、 20～

30、 30～ 40 日 齢 と 推 定 し た （ 図 5, 7 ,  8 ,  9） 。 ま た 、 A・ B 農 場

の 適 期 を 、C・ D 農 場 と 同 様 の 半 減 期 11 日 で 算 出 す る と 30～ 40 日

齢 と な っ た （ 表 2） 。  

 

【 考 察 】  

調 査 ①  

昨 年 度 、調 査 に よ り 接 種 日 齢 を 早 め た A 農 場 の テ イ ク 率 は 、100 %

で あ り 、 免 疫 を 獲 得 し て い る こ と が わ か っ た が 、 接 種 時 移 行 抗 体

価 は 、 全 て 32 倍 以 下 で あ っ た 。 移 行 抗 体 32 倍 未 満 は 、 豚 熱 の 感

染 防 御 が で き な い と い う 報 告 1 , 3 )も あ る こ と か ら 、 ワ ク チ ン 接 種

前 の 免 疫 空 白 期 間 を 最 小 限 に す る た め に も 、 更 に 適 期 を 早 め る 必

要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

調 査 ②  

A 農 場 の 母 豚 の 抗 体 価 分 布 は 、 202 2 年 と 比 べ 、 最 低 抗 体 価 か ら

の 母 豚 数 8 割 以 上 と な る 境 界 の 抗 体 価 が 1 管 低 下 し 、接 種 適 期 が

5 日 早 ま っ た 。  

B 農 場 は 、 202 2 年 と 比 べ 、 接 種 適 期 が 10 日 早 ま っ た 。 こ れ は 、

母 豚 が 半 数 以 上 更 新 さ れ た こ と が 要 因 と 推 察 さ れ た 。  

C 農 場 の 母 豚 は 、 ワ ク チ ン 接 種 県 産 、 ワ ク チ ン 非 接 種 県 産 、 自

家 産 の 3 つ の 産 地 の 由 来 が あ る こ と で 、母 豚 の 抗 体 価 の 分 布 が 広

く 、 抗 体 価 の 最 大 値 が 他 農 場 よ り 高 か っ た 。 一 方 で 、 最 低 抗 体 価



か ら の 母 豚 数 の 8 割 以 上 と な る 境 界 が 抗 体 価 128 倍 で あ り 、他 農

場 よ り 1 管 低 値 と な っ た 。接 種 適 期 は 30 日 齢 以 下 と 推 定 し た が 、

実 際 の 接 種 は 事 故 等 を 考 慮 し 、 離 乳 直 後 の 30 日 齢 前 後 か ら 開 始

す る の が 妥 当 と 判 断 し た 。  

D 農 場 の 母 豚 数 の 分 布 は 、4 か ら 25 6 倍 を 示 す 母 豚 が 母 豚 数 の 8

割 以 上 を し め 、 接 種 適 期 は 30～ 40 日 齢 と 推 定 し た 。  

今 回 さ ら に 、 A・ B 農 場 の 適 期 を 、 C・ D 農 場 と 同 様 の 半 減 期 11

日 設 定 の 方 法 で 算 出 す る と 、30～ 40 日 齢 と 推 定 さ れ 、適 期 が 早 ま

る こ と が 判 明 し た 。 202 2 年 に 調 査 し た 子 豚 の 移 行 抗 体 消 失 推 移

は 、1 群 に つ き 1～ 2 腹 分 の 結 果 で あ る 。算 出 法 に よ っ て 、適 期 に

ズ レ が 生 じ る こ と は 、子 豚 の 移 行 抗 体 消 失 推 移 の n 数 を 増 や す こ

と に よ り 、解 消 さ れ 、半 減 期 11 日 に 近 づ い て い く の か 、そ れ と も

農 場 固 有 の 半 減 期 が 存 在 す る の か 、 調 査 を 継 続 し 確 認 す る 。 今 後

も よ り 確 実 な 接 種 適 期 を 検 討 し 、飼 養 衛 生 管 理 基 準 遵 守 徹 底 の 指

導 と 併 せ て 、 豚 熱 発 生 予 防 に 努 め る 。  
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表1 農場概要

農場 A B C D

昨年度調査 〇 〇 ― ―

母豚品種 LW LW D・LW D・B

母豚数 32 8 55 11

肥育豚数 300 90 600 29

2022年調査の
移行抗体消失推移

移行抗体
半減期11日*

図1  接種適期の推定

移行抗体32倍で
発症防御およびワクチンテイク可能

*牛豚等疾病小委員会
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接種適期（日齢）

移行抗体
消失推移

移行抗体
半減期11日

A 35～45 30～40
B 40～50 30～40
C 20～30
D 30～40

表2  接種適期まとめ


